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御所ダム御所ダム 定期報告書定期報告書
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１．事業の概要１．事業の概要
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１．１１．１ 流域の概要流域の概要

御所ダムは、北上川水系の支川、
雫石川の中流に位置する。

盛岡市中心部からわずか12kmの
近郊に位置している。
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河川名：北上川水系雫石川
位 置：岩手県盛岡市繫

河川名：北上川水系雫石川
位 置：岩手県盛岡市繫

１．２１．２ 御所ダムの概要御所ダムの概要

洪水調節

流水の正常な機能の維持

上水道用水の供給

発 電

《諸元》
形 式 ：中央コア型ロックフィル

・重力式複合ダム
ダムの高さ ：52.5m
ダムの長さ ：327.0m
流域面積 ：635km2

湛水面積 ：6.4km2

総貯水容量：6,500千m3

管理開始：昭和57年4月【27年経過】

《ダムの目的》貯水池容量配分図
堤頂EL=186.5m

サーチャージ水位 EL=182.0m

サーチャージ容量
12,300千m3

洪水調節容量 40,000千m3

　（洪水期7月1日から
9月30日まで）

常時満水位 EL=180.0m

基礎地盤EL=134.0m

堆砂容量20,000千m3

最低水位EL=172.2m

制限水位 EL=174.0m

有効貯水容量
45,000 千m3

非洪水期利水容量32,700千m3

流水の平常な機能の維持・・・
3,000千m3

水道・・・・・・・・・・・・ 1,000千m3

発電・・・・・・・・・・・・ 32,700千m3
洪水期利水容量5,000千m3

流水の平常な機能の維持・・・
3,000千m3

水道・・・・・・・・・・・・ 1,000千m3

発電・・・・・・・・・・・・ 5,000千m3

総貯水容量
65,000千m3

洪水時最高水位EL=182.0m

洪水時最高容量
12,300千m3

洪水貯留準備水位
EL=174.0m

平常時最高貯水位
EL=180.0m
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１．３１．３ 御所ダムの特徴（御所ダムの特徴（11））
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北上川上流域における洪水防御の一翼
・北上川５大ダムの１つとして北上川上流域の洪水被害の軽
減に大きな役割。

・平成19年9月洪水においては四十四田ダムと連携し、盛岡
市街地での氾濫による浸水被害を抑止。

北上川上流域における洪水防御の一翼
・北上川５大ダムの１つとして北上川上流域の洪水被害の軽
減に大きな役割。

・平成19年9月洪水においては四十四田ダムと連携し、盛岡
市街地での氾濫による浸水被害を抑止。
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中屋敷浄水場給水区域

盛岡市上水道給水区域

１．３１．３ 御所ダムの特徴（御所ダムの特徴（22））

安定した利水補給を行う地域の基盤
・盛岡市の上水道水源の２割を担っているのを始め、建設以
来、安定したかんがい用水の供給を続けている。

安定した利水補給を行う地域の基盤
・盛岡市の上水道水源の２割を担っているのを始め、建設以
来、安定したかんがい用水の供給を続けている。

雫石川を取水源とする

中屋敷浄水場の給水区域

鹿妻穴堰頭首工

雫石川

鹿妻穴堰用水



6

１．３１．３ 御所ダムの特徴（御所ダムの特徴（33））

地元が主体となったダム周辺地域の活性化

・ダム湖周辺は岩手県立御所湖広域公園と一体となり、内陸市
民にとっての”うみ”としての役割も担う環境保全型レクリエー
ション地域。

・ダム湖周辺施設の利用者数は、全国トップクラス。

・現在、地元の人々が主体となり、御所ダムビジョンに基づく活動
を積極的に展開。

地元が主体となったダム周辺地域の活性化

・ダム湖周辺は岩手県立御所湖広域公園と一体となり、内陸市
民にとっての”うみ”としての役割も担う環境保全型レクリエー
ション地域。

・ダム湖周辺施設の利用者数は、全国トップクラス。

・現在、地元の人々が主体となり、御所ダムビジョンに基づく活動
を積極的に展開。

いこいの広場
鯉のぼり掲揚

盛岡つなぎ温泉
御所湖まつり

北園地白鳥広場御所湖漕艇場
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２．洪水調節２．洪水調節



8

２．１２．１ 洪水調節計画の概要洪水調節計画の概要

洪水調節計画図

計画高水流量 2,450 m3 /s
最大計画放流量 1,200 m3 /s
調節流量 1,250 m3 /s 
洪水調節容量
洪水期 40,000千m3

非洪水期 12,300 千m3

▼洪水時最高水位▼洪水時最高水位EL.182.00EL.182.00ｍｍ

▼洪水貯留準備水位▼洪水貯留準備水位EL.174.00EL.174.00ｍｍ

この容量内で洪水調節を行う

オリフィスゲート３門
クレストゲート４門

計画高水流量 2,450 m3 /sは流域内既往
最大日雨量246.7mm(明治43年9月、御
明神）を計画降雨量として算定された

洪水時の流出特性
流出時間 ２～３時間
流出率 約70％
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洪水（Q=500m3/s以上）規模別発生頻度
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２．２．２２ 洪水調節洪水調節実績実績
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44回（年平均 1.6回）の洪水調節実施

洪水（Q=500m3/s以上）発生頻度は
年平均1.6回で７～９月に集中。

平成19年9月17日洪水において、
既往最大流入量2,198m3/sを記録
した。

既往最大流入量

Ｑｉｎ＝2,198m3/s
（平成１９年９月１７日洪水）
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２．２．３３ 洪水調節洪水調節効果効果（（11）） ■平成１９年９月１７日洪水

H19.9.17洪水の特徴
雨域の中心は北上川上流域

流域平均雨量201mm（明治橋上流）は、概ね80年に
一度発生しうる降雨規模に相当

等雨量線図

御所ダム

御所ダム流域では…
総降雨量 295.5mm 1/100相当
最大流入量 2,197.8m3/s 1/60相当

流域平均

２日雨量(mm)
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152

143 143
135 135 134

201

0

50

100

150

200

250

H19.9.17 S22.9.14 H7.8.5 S47.7.7 H14.8.11 S62.8.16 S33.9.17 S44.7.27 S56.8.22 S43.8.20

戦後の主要洪水による降雨比較（明治橋上流）
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２．２．３３ 洪水調節洪水調節効果効果（（22）） ■平成１９年９月１７日洪水

既往最大流入量に対し、下流の水防活動と連携しながら、洪水調節容量のほぼ全量を
利用することにより、洪水調節効果を発揮した。

洪水調節においては、迅速かつ適確な対応が求められるため、流出予測精度の向上、
常日頃の操作訓練の充実を図り、今後も遅れ操作にならないようにしていく必要がある
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9月17日 9月18日 9月19日 9月20日

常時満水位：180.0m

最大流入量

2,197.82m3/s(既往最大)

最大放流量

1,176.57m3/s

約1,100m3/sカット
（ピーク流入量の約半分）

北上川沿いの被害軽減
のための連携操作

利水容量回復後から
洪水調節開始

急激な水位上昇に対
しただし書き操作準備

雫石川下流の水防活動
に配慮し、放流量抑制

下流河川(盛岡駅西通地
区)水防活動状況
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２．２．３３ 洪水調節洪水調節効果効果（（33））

H.W.L 7.1m

太田橋推定（ダムなし）水位 6.18m

太田橋実績（ダムあり）水位 4.81m

警戒水位4.0m

指定水位3.0m

太田橋地点

約1.4mの水位低減効果

太田橋地点

■平成１９年９月１７日洪水

ダムの洪水調節により、太田橋地点（ダム下流約９km）で約１．４ｍ
の水位低減効果があったと推算される。

雫石川に対する洪水調節効果
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２．４２．４ 洪水調節洪水調節の評価の評価

・下流域における洪水被害軽減のため、同水系の四十四田ダムとの連
携、流出予測精度の向上と操作訓練の充実を図り、迅速かつ適確な
洪水調節操作を行えるよう努める。

・将来想定される大規模出水に対しては、貯水池運用の検証を行うと
ともに、必要により操作運用の検討も行う。

御所ダムの洪水調節効果

・昭和56年から平成19年までに44回（年平均1.6回）の洪水調節を実施
・平成19年9月洪水では、太田橋地点で約1.4ｍ水位を低減させるとともに、
四十四田ダムや堤防等の治水事業とあわせて、盛岡市中心部での氾濫
による浸水被害発生を防止

・大規模出水に対しては、流入の立ち上がりから放流開始までの遅れ時
間を、できるだけ短縮することが課題となる

• 洪水時の操作の特徴
・ダム流域からの流入が早いこと、利水容量確保水位が高いことなどから、
迅速、かつ適確な対応が求められる。

・ 御所ダムは洪水調節による被害軽減効果を発揮していると評価できる。

現現

状状

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

評
価
評
価
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３．利水補給３．利水補給
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３．１３．１ 利水補給計画の概要利水補給計画の概要

流水の正常な機能の維持
鹿妻穴堰土地改良区など、
約5,000haの既成農地に対す
るかんがい用水の補給、その
他流水の正常な機能の維持
と増進を図る。

上水道
盛岡市に対し、新たに1日
最大64,800m3の供給を行う

発電用水
御所発電所において、最大

60ｍ3/sの発電用水を確保し、
最大出力13,000kWの発電を
行う。

越前堰土地改良区

鹿妻穴堰土地改良区

松ノ木揚水機場

鹿妻穴堰頭首工
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165.0

170.0

175.0

180.0

185.0

1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1

貯水位(EL.m)

平成10年貯水位 平成11年貯水位

平成12年貯水位 平成13年貯水位

平成14年貯水位 平成15年貯水位

平成１6年貯水位 平成17年貯水位

平成１8年貯水位 平成１9年貯水位

貯水池水位

▽最低水位 EL　172.2

▽夏期制限水位 EL　174.0

▽常時満水位 EL　180.0

洪水期

7/1 9/30

確保水位

▽サーチャージ水位 EL　182.0

３．２３．２ 貯水池運用状況貯水池運用状況

御所ダム貯水位運用曲線

貯水位の管理は、経年的にほぼ計画どおり運用されている

直近5ヶ年では、平成16、19年に北上川流域の一部で渇水体制がとられた
が、御所ダムでは確保流量が維持され、利水への影響はなかった

流水の正常な機能の維持、及び水
道用水の供給のために確保すべき
貯水池の水位（5/11～9/5）

制限水位と確保水位の差が小さく （30cm）、
細やかな操作と管理が要求される

計画ライン

H19
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３．３３．３ 利水補給実績（発電、不特定かんがい）利水補給実績（発電、不特定かんがい）

発電
至近１０ヶ年での発生電力量は、約6,000MWh/年で推移

■発生電力量の推移 ■不特定かんがい用水取水実績の推移

不特定かんがい
近年のかんがい用水取水実績（大欠用水、鹿妻穴堰用水、
松ノ木揚水機場）は、約1.6～1.8億ｍ3/年で推移

※

※H11の松ノ木揚水機場は取水量不明
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梁川
9,544千m3
 24%

雫石川（御所
ダム放流含

む）

7,236千m3
 18%

中津川支川
米内川
12,649千m3
 31%

地下水
 1,421千m3
 4%

中津川（綱取ダ
ム放流含む）

 8,980千m3
23%

総取水量
39,831千m3

３．４３．４ 利水補給実績（上水道）利水補給実績（上水道）

上水道
ダムによる新規用水64,800m3/日のうち、現在20,000m3/日を
利用（下流にある中屋敷浄水場で取水）
雫石川を水源とする取水は、盛岡市における総取水量の約２
割を占めている

■雫石川からの取水実績推移

（中屋敷浄水場取水実績）

■盛岡市水道の水源別取水量

（平成19年度実績）
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ダム地点での流況比較(H19.4～9）
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３．５３．５ 利水補給利水補給効果効果

「ダムあり・なし」による流況の比較

直近5ヶ年（平成15～19年）のうち、平成19年に北上川上流域の一部
で渇水体制

御所ダムでは、適切な運用により、確保流量（上水道やかんがい用
水等）の不足が回避された。

：ダムによる流況改善量

確保流量不足分の補給

　　　H19 実績（ダムあり）
　　　H19 想定（ダムなし）
　　　確保流量（ダムサイト）

ダム地点での流況比較
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３．６３．６ 利水補給の評価利水補給の評価

渇水時には、ダム管理者及び各利水者等で構成する「雫石川・御所ダム
渇水対策協議会」で、関係利水者間の水利使用の調整を図りつつ、今後
も利水補給での適正な運用を継続する。

・御所ダムで開発された水は、流水の正常な機能の維持（不特定かんが

い等）、盛岡市水道、及び発電に利用されている。

・雫石川からの上水道取水量は、盛岡市取水量の約２割を占めており、重
要な水源のひとつとなっている。

・近年は、ダムの効果によって確保水位を下回ることなく、渇水被害等は
生じていない。

・ 御所ダムは必要とされる利水補給機能を十分発揮していると評価できる。評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状
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４．堆砂４．堆砂
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御所ダム堆砂経年変化
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４．１４．１ 堆砂状況堆砂状況

25.3%

堆砂率

5,05220,00027100

総堆砂量（H19現在)
(千m3)

計画堆砂容量
(千m3)経過年数計画堆砂年

測量方法異なる

貯水池内の堆砂は計画堆砂量以下で推移している。
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４．２４．２ 有効容量内の堆砂状況有効容量内の堆砂状況

平成19年度は、既往最大の流入量であった9月洪水の影響により、洪水調節容
量内（174～182m）での堆砂量が大きく増加した。
、洪水調節容量内の堆砂量は約58万m3で計画容量（4,000万m3）の1.5%程度で、
現時点では問題ないと判断しているが、利水容量内の堆砂量は約80万m3で計
画容量（500万m3）の16%に相当する量が堆砂している。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

H19

H18

堆砂量（万m3）

洪水調節容量内

利水容量内
洪水調節容量内 40.2万m3

利水容量内　73.0万m3

洪水調節容量内 58.1万m3

利水容量内　80.3万m3

約18万m3の増加
（前年比45％増）
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４．３４．３ 堆砂の評価堆砂の評価

今後も継続的に堆砂傾向を把握していく。特に堆砂が進んでいる
貯水池上流部については、堆砂傾向に注意しながら、適切な管理
により機能維持に努めていく。

・平成19年度現在の堆砂量は、貯水池上流部を主体に、計画堆砂
量を約２％下回る水準にある。

・有効容量内での堆砂状況は、洪水調節容量内で計画容量の
1.5％程度、利水容量内で計画容量の16%程度堆砂している。

・ 御所ダムにおける総堆砂量の推移は、計画の想定範囲内にある

が、貯水池上流部で進んでおり、治水容量、利水容量への影響
に注意が必要である。

評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状
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５．水質５．水質



26

５．１５．１ 水質類型指定、及び測定状況水質類型指定、及び測定状況

水質調査地点と環境基準指定状況

雫石川

（春木場）

南川（南川）

葛根田川

（葛根田）

貯水池A
（ダムサイト）

貯水池B
貯水池C

ダム下流

（ダム直下）

御所ダム

東北本線鉄橋

北
上
川

雫石川

0km 5km

※全リンについてのみ指定

河川Ａ類型
流入河川

下流河川

湖沼Ａ類型

湖沼Ⅱ類型※
御所湖

類型指定状況

下流の東北本線鉄橋に環境基準点

ダム下流
（ダム直下） 計1点

下流

河川

春木場（雫石川）

葛根田（葛根田川）
南川（南川） 計3点

流入

河川

貯水池A
貯水池B
貯水池C 計３点

御所湖

定期水質調査地点



27

５．２５．２ 流入・下流河川の水質の推移流入・下流河川の水質の推移

0

1

2

3

4

5

S47 S49 S51 S53 S55 S57 S59 S61 S63 H2 H4 H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18

B
O
D
7
5
%
値
（
m
g
/
L
）

葛根田川（葛根田） 南川（南川） 雫石川（春木場）

ダム下流（ダム直下） 雫石川（東北本線鉄橋） 環境基準

0

5

10

15

S47 S49 S51 S53 S55 S57 S59 S61 S63 H2 H4 H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18

D
O
（
m
g
/
L
）

0.00

0.02

0.04

0.06

0.08

0.10

S47 S49 S51 S53 S55 S57 S59 S61 S63 H2 H4 H6 H8 H10 H12 H14 H16 H18

T
-
P
（
m
g
/
L
）

T-P（平均値）
流入河川､ダム直下は
0.01mg/l程度で推移

BOD（75％値）
環境基準に適合

平成7年以降は横ばい
で推移
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と思われる高い値を観測

葛根田川はH4年度以降、数値が上昇。家庭排水や畜産排水の流入の可能性があるため現在調査中
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５．３５．３ 貯水池の水質の推移貯水池の水質の推移
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５．４５．４ 冷水・濁水の状況冷水・濁水の状況

1.07.16.16.05.76.510～5月

2.218.916.717.016.516.46～9月

②ダム直下南川雫石川葛根田川

水温差

②－①

下流河川①

流入河川
平均

流入河川
期間

ダム下流の水温は、１年を通して流入河川より高い傾向にある。また、取水は
表層で行っている。

下流河川でのＳＳは環境基準値以下で概ね推移している。

◇流入河川とダム直下の至近10ヶ年平均水温比較

◇下流河川のＳＳの経年変化

ダム下流（ダム直下）

0

10

20

30

40

S47 S50 S53 S56 S59 S62 H2 H5 H8 H11 H14 H17

S
S
（
m
g
/
L
）

年最大値

年平均値

年最小値

環境基準河川A類型(25mg/L以下)

　測　定　な　し

ダ
ム
直
下
：
水
温
(
℃
)

0

10

20

30

0 10 20 30
流入河川平均：水温(℃)

6-9月

10-5月



30

５．５５．５ 水質の評価水質の評価

・今後も調査を継続して実施し、貯水池内、及び下流河川の良好な水質の
維持に努める。

・流入河川の水質については、関係機関と連携して維持・改善に努める。

・流入・下流河川のBOD75％値、貯水池のCOD75％値は、環境基準を経
年的に達成している。

・流入河川で大きな値がみられる大腸菌群数については、直近5ヶ年では
低下傾向もみられるが、環境基準に対して、特に葛根田川でまだ高い状
況にある。

・ダム直下の大腸菌群数は、直近5ヶ年では環境基準程度で推移している。
・貯水池のT-Pは、環境基準値の0.01mg/l付近で推移している 。
・冷水現象、濁水長期化現象、富栄養化現象等の問題は生じていない。

・ 御所ダムの水質は概ね良好であり、上水道、かんがいともに問題は生じ

ていないが、今後、流入河川の大腸菌群数の動向には注意が必要と考
えられる。

評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状
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６．生物６．生物
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６．１６．１ ダム湖及び周辺環境の特徴ダム湖及び周辺環境の特徴

河川中流域のダムであり、周囲に集落、耕作地、樹林地が混在する里
山的環境にある。

ダム建設、及び水位操作により河川流入部に広大な湿地が生まれ、ビ
オトープが形成されている。

ダムにより出現した水面や水辺は水鳥等の新たな生息地となっている。

河川中流域のダムであり、周囲に集落、耕作地、樹林地が混在する里
山的環境にある。

ダム建設、及び水位操作により河川流入部に広大な湿地が生まれ、ビ
オトープが形成されている。

ダムにより出現した水面や水辺は水鳥等の新たな生息地となっている。

兎野地区下久保地区

 凡例 

：御所ダム湿地 

：鳥類の集団越冬地 
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６．２６．２ ダム湖及び周辺の生物（ダム湖及び周辺の生物（11））

これまで118科302種確認
（うち重要種7種(環境省3種、岩手県4種)）
・ダム湖はイトミミズ科が優占し、やや単調な環境にある

・流入河川、下流河川では、経年的に流水性のシマトビケラ
科が優占しており、大きな変化はない

底生

動物

これまで12科33種確認
（うち重要種6種(環境省6種、岩手県3種)）
・ダム湖ではギンブナ、ニゴイなど、流入河川ではスナヤツ
メ、カジカなど、下流河川ではアブラハヤ、ウグイなどが主
に生息

・ダム湖内の出現種に近年大きな変化はないが、聞き取り
調査ではオオクチバスが増えているとの情報がある

魚類

これまで142科986種確認
（うち重要種49種(環境省21種、岩手県48種)）
・ダム右岸は樹林が広がり、左岸は耕作地等人為的な植生
が多い

・湿地部では、近年、オオオナモミ群落が拡大している

植物

※重要種について （環境省）環境省レッドリストまたはレッドデータブック （岩手県）いわてレッドデータブック

植物確認種数の経年変化
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６．２６．２ ダム湖及び周辺の生物（ダム湖及び周辺の生物（22））

これまで39科137種確認
（うち重要種37種(環境省10種、岩手県37種)）
・春季から夏季は、樹林地で繁殖する森林性鳥類が確認さ
れる

・雫石川・黒沢川流入部やその周辺水域は、カモ類等の越
冬地となっている

鳥類

これまで動物プランクトン：49科78種、植物プランクトン：38
科175種確認
・植物プランクトン現存量から、ダム湖は貧～中栄養状態と
判定

・植物プランクトンは種数等に大きな変化はなく概ね安定し
ているが、動物プランクトンは種数が減少した

動植
物

プラ
ンク
トン

※重要種について （環境省）環境省レッドリストまたはレッドデータブック （岩手県）いわてレッドデータブック

鳥類確認種数の経年変化
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６．２６．２ ダム湖及び周辺の生物ダム湖及び周辺の生物(3)(3)

・平成19年には、貝類のコモチカワツボが新たに確認された
・特定外来生物として、植物２種（アレチウリ、オオハンゴンソウ）、動物１種
（オオクチバス）が確認されている

外来種

これまで360科2,279種確認
（うち重要種19種(環境省10種、岩手県13種)）
・ダム湖周辺の里山的な環境を反映し、確認される種数
が多い

・ダム湖内の多様な環境にあわせた調査区域設定の充
実等により、確認種数が増えてきている

・止水性のトンボ類や樹林性チョウ類など、ダム環境に
特徴的な昆虫の確認種数、構成に大きな変化はない

陸上

昆虫類

これまで両生類14種、爬虫類9種、哺乳類24種確認
（うち重要種9種(環境省2種、岩手県9種)）
・右岸側の樹林地や湿地（非冠水域）で多くの種が確認
される

・確認種について、経年的には大きな変化は見られない

両生類

爬虫類

哺乳類

※重要種について （環境省）環境省レッドリストまたはレッドデータブック （岩手県）いわてレッドデータブック

陸上昆虫類確認種数の経年変化
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６．３６．３ 湿地環境の特徴と現状湿地環境の特徴と現状

洪水期（7月～9月）の水位操作により湿地が出現する。
サンカクイ、ミクリなどの湿生植物やトンボ類、水生昆虫などの生息・生育場、
魚類の産卵場・稚魚成育場など、優れたビオトープが形成されている。

H15植生調査では、H10に比べて湿性の植生であるサンカクイ群落が減少、
かわってオオオナモミ群落が拡大している。

洪水期（7月～9月）の水位操作により湿地が出現する。
サンカクイ、ミクリなどの湿生植物やトンボ類、水生昆虫などの生息・生育場、
魚類の産卵場・稚魚成育場など、優れたビオトープが形成されている。

H15植生調査では、H10に比べて湿性の植生であるサンカクイ群落が減少、
かわってオオオナモミ群落が拡大している。

【H10河川水辺の国勢調査】 【H15河川水辺の国勢調査】

：オオオナモミ群落

：サンカクイ群落

：オオオナモミ群落

：サンカクイ群落
（ミズドクサ群落を含む）
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６．４６．４ 生物の評価生物の評価

・今後も生物の生息・生育状況を把握していくとともに、下久保・兎野地区
の湿地環境維持など、良好な生息環境の保全に努める。

・ダム湖内およびその周辺における外来種の生息・生育状況を把握し、駆
除等が必要な場合は対策を講じる。

・ダムにより新たに出現した湿地や水面は、水生昆虫の生息場や冬鳥の
集団越冬地など、多くの生き物に利用されている。

・御所ダムの特徴的な環境である、下久保・兎野地区の湿地では、近年、
オオオナモミ群落が拡大してきている。

・近年、生息・生育種の構成や特徴に大きな変化はみられないが、新たな
外来種の侵入がみられる。

・特定外来生物として、ダム湖内ではオオクチバス、周辺ではアレチウリや
オオハンゴンソウが確認されている。

・ 御所ダム周辺は、豊かな自然環境が維持されていると評価できるが、湿

地の植生変化や外来種の動向には注意が必要と考えられる。
評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状
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７．水源地域動態７．水源地域動態
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７．１７．１ 御所ダムの立地特性御所ダムの立地特性

御所ダム
盛岡市中心部

国道46号

JR田沢湖線

東
北
自
動
車
道

東
北
新
幹
線

約12km

盛岡市中心部から約
12kmの近郊に位置

ダム周辺には、温泉地
や小岩井農場、田沢湖、
十和田八幡平国立公
園等の観光資源が多
数分布
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７．２７．２ ダム周辺の施設の整備状況ダム周辺の施設の整備状況

ダム湖周辺には、盛岡手づくり村、ファミリーランドなどの様々な
施設が集まり、観光レクリエーションの場として親しまれている。

出典）北上川ダム
統合管理事務所HP

盛岡手づくり村

尾入野湿性植物園塩ヶ森水辺園

御所大橋北園地

のりもの広場

ファミリーランド 御所大橋運動場 御所湖漕艇場

シオンの像

手つなぎ広場
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その他

1238

892

1157

1013
959

７．３７．３ ダム周辺の利用状況ダム周辺の利用状況

ダム湖周辺施設の利用者数は、全国のダムの中でトップクラ
ス(第1～2位)となっている。
利用者数は平成12年以降、横ばい傾向にある。

ダム周辺の年間利用者数の推移

全国1位 全国1位 全国1位 全国2位全国2位

※利用実態調査より
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７．４７．４ ダム利用者の実態ダム利用者の実態

利用者の半数以上は日帰りであるが、宿泊者も35％を占め、周
辺観光地とあわせて訪れる人も多い。
利用者のうち、4分の1はリピーターとなっている。
利用者の8割以上が満足しており、現状ではダム周辺の環境、
施設の評価は高い。

滞在形態 御所ダム来訪回数 利用した感想

※平成18年度利用実態調査より

他の観
光地で
宿泊
15%

日帰り
65%

ダム湖
周辺で
宿泊
20% 初めて

75%

２回以上
25%

まあ満足し
ている
37%

満足してい
る
48%

不満である
1%

どちらとも
いえない
9%

やや不満
である
5%
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７．５７．５ イベント等の開催状況イベント等の開催状況

周辺では25年以上続く「盛岡つなぎ温泉御所湖まつり」をはじめ、
数多くのイベントが行われている。

御所ダム周辺の主な
イベント、活動（H19）

盛岡つなぎ温泉御所湖まつりの様子

いわて雪祭り
岩手県雪祭り実行委員会事
務局（小岩井農場）

226,000

雫石川に鯉のぼりを泳
がせよう

雫石川に鯉のぼりを泳がせ
よう実行委員会（雫石町）

1,500

御所湖周辺統一清掃 御所湖の清流を守る会 1,080

盛岡つなぎ温泉御所湖
まつり

御所湖まつり実行委員会
（つなぎ温泉観光協会）

80,000

ワイワイ手つなぎプロ
ジェクト植樹祭

小岩井農牧、つなぎ温泉観
光協会

90

イベント名 主催者 参加人数
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７．６（７．６（11）） 水源地域ビジョン水源地域ビジョン((概要概要))

御所ダム水源地域ビジョン
（H14.10策定）

基本理念
御所湖及び流域の多様な環境の保全
と再生に努めるとともに、御所湖及び
周辺施設の利活用を促進し、水を軸と
した交流・連携を強化、促進する。

基本理念基本理念
御所湖及び流域の多様な環境の保全
と再生に努めるとともに、御所湖及び
周辺施設の利活用を促進し、水を軸と
した交流・連携を強化、促進する。

○御所湖の利活用促進
○多様な環境の保全と再生
○水を軸とした交流・連携の強化、推進

○御所湖の利活用促進
○多様な環境の保全と再生
○水を軸とした交流・連携の強化、推進

ダムを活かした水源地域の自立的、持続的活性化を目指す“御所
ダム水源地域ビジョン”が策定されている。

北上川全流域 水源地域との境界

（水源地域）

自然・社会環境・歴史・文化

（北上川流域）

環境保全利･活用

交流･連携

御所湖の利活用促進
・憩いと交流の場の活用
・学習の場の活用
・施設のネットワーク化
・施設の利用促進(ソフト施策)
・多様な人々の参加による

適正な維持管理
・御所湖面利用のルールづくり

水を軸とした交流・連携の
強化、推進

・人の交流の推進
・情報の交流の推進
・人材の育成
・住民と行政との
パートナーシップの醸成

多様な環境の保全と再生

・自然愛護意識の高揚
・御所湖の水質保全
・水辺環境の保全と再生
・御所ダム流域環境の保全
・御所湖及び周辺環境の

モニタリング
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７．６（７．６（22）） 水源地域ビジョン（活動経過）水源地域ビジョン（活動経過）

御所ダムビジョンは官民協働で策定、推進が進められてきたが、
次第に「民の力」を主体にした推進体制に移行しつつある。

H16～H18 行政主体の施策を担う「推進委員会」と民間主体の
活動母体である「ネットワークの会」が両輪となってビ
ジョンを推進

H19年2月 「御所ダムビジョン推進委員会」の発展的解散
「新御所ダムビジョンネットワークの会」活動開始

民主体の体制に
よる新たな推進

H16年4月 「御所ダムビジョン推進委員会」（官民代表）、「御所
ダムビジョンネットワークの会」（住民・NPO法人等）
の発足・ 活動開始

官民共同・連携に
よるビジョン推進

H14年10月 御所ダムビジョン策定
住民、有識者、流域自治体、関係行政機関、ダム管理者による策定

官の枠組み・支援
によるスタート

主な活動経過区 分

民の発想力・行動力を活かしたビジョンの推進を広く展開し、
地域のさらなる自立的・持続的活性化につなげていく
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７．６（７．６（33）） 水源地域ビジョン水源地域ビジョン（これまでの活動状況）（これまでの活動状況）

地元の人々による積極的な活動が行われてきたことが新たな体制
への移行へと繋がった。

外来種と環境を考えるフォーラム

推進事業数の推移

48 48 54

24 25
32

19 24

34

0

20

40

60

80

100
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140

平成16年度 平成17年度 平成18年度

交流・連携部門

環境保全部門

利活用部門

交流・連携部門

環境保全部門利活用部門

桜植樹会

ごんべえ丸の試運行

他のダムビジョンとの連携・支援

鯉のぼり掲揚
御所湖周辺統一清掃
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７．６（７．６（44）） 水源地域ビジョン水源地域ビジョン((新ダムビジョン実施体制新ダムビジョン実施体制))

・御所ダムビジョンの推進と啓発

・会員相互の連携交流、情報を核とした活動

・御所ダムビジョン達成状況の確認

・活動・事業計画の立案・実施

・御所ダムビジョンの追加・修正

要請 協力 連携・支援

○ダムビジョンに係わる事務の処理

○情報交換の場の提供

○活動団体や行政機関との連絡調整

御所ダムビジョン事務局

新御所ダムビジョンネットワークの会

○学識経験者

○行政関係者

○マスコミ関係者

御所ダムビジョン協力会

◆新御所ダムビジョン実施体制
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７．６（７．６（55）） 水源地域ビジョン水源地域ビジョン((新たな取り組み例新たな取り組み例))

平成21年2月には、民間団体や
NPO法人が主体となってフォーラ
ムを企画。

行政が全く関与しない点で、全国
のダムビジョンの中でも例がない、
先進的な取り組み。
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７．７７．７ 水源地域動態の評価水源地域動態の評価

・水源地域のさらなる自立的・持続的活性化のため、流域住民やNPO等、
民間の柔軟な発想と行動力を活かして、時代の変化や御所ダムの特性
にあった取り組みに努める。

・御所湖周辺は、御所湖広域公園や盛岡手づくり村などが整備され、繫温
泉や小岩井農場などの周辺観光施設とあわせ、観光拠点化されている。

・ダム利用者数は、近年横ばい傾向にあるが、全国トップクラスを維持して
いる。

・水源地域の活性化を図るためダムビジョンが策定され、現在は「新御所ダ
ムビジョンネットワークの会」（NPO）を主体としたイベント、活動が展開され
ている。

・ 御所ダムは、利用実態や地元の人々の積極的な活動状況から、持続

的・自立的な活性化が進んでいると評価できる。
評
価
評
価

今
後
の
方
針

今
後
の
方
針

現現

状状



50

８．８． まとめまとめ

今後のダム管理における課題・対応今後のダム管理における課題・対応

◆異常洪水への対応◆異常洪水への対応

◆流入河川水質への対応◆流入河川水質への対応

◆外来種への対応◆外来種への対応

近年、集中豪雨による災害が多
発しており、計画を上回る豪雨の
発生が危惧される。

近年に発生した近傍の降雨実態
を踏まえた流出予測、及び貯水池
運用計算を行い、治水能力を検証
していく。

負荷源の調査並びに、必要に応
じて関係機関との連絡調整を
図っていく。

地域住民と情報を共有するととも
に、関係機関と連携し、駆除等の
対策を講じていく。

御所ダムではブラックバスなど
外来種が確認されている。

流入河川である葛根田川や南
川の大腸菌群数が高い。


